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oig(ⅠⅠ), Cd(II), Cu(H))の定量法について検討した. CE分離の最適条件下ではブランクシグナル30･






















































a(k- 9.52 Ⅹ 10-5 S~])を直接測定する手法を述べた.同様の手法を用いてNi2'およびCu2'-sQCF鎗体の解離速度
定数をも評価した.
第7章は本研究の総括であり,得られた結論のまとめを述べている.
本研究で取り上げたホルマザン系配位子の分析化学的適用は,その序とするところは古い(-1970年代)
が,呈色選択性の欠如から広い適用はほとんどなされない状況にあった.それに対して本研究は,精密分離
法であるキヤピラリー電気泳動法と吸光分析法との結合によるホルマザン系配位子の新たな分析技術-の展
開を着想したものであり,分析化学および環境化学計測の発展に寄与するところが少なくない.よって,本
論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める｡
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